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検査日   西暦        年    月    日 

 

聖マリアンナ医科大学 横浜市西部病院 病院長殿 

 私は、担当医師から造影検査の目的、危険性について充分な説明を受け、造影検査に関する説明

文を読んだうえで、様々な副作用が起こりうることを理解しました。診断のための必要性と危険性

を考慮したうえで、造影検査を受けることに同意いたします。また、副作用がみられた時には必要

な処置を受けることに同意いたします。 

 

 

本 人 （同意した日）西暦        年    月    日 

 

氏名                                  

 

代理人 ＊検査を受ける方が未成年や意識障害などのある場合 

 

 

氏名                                  

（患者さまとの間柄：         ） 

 

 

説明医師（説明した日）西暦        年    月    日 

  

医師署名                                

 

※ 一旦同意された後でも、同意はいつでも撤回できます。その場合は担当医にご連絡いただくか、検査

当日にスタッフまでお申し出ください。 

 

※説明医師へ 

当日、造影の危険性が高いと判断された場合は、造影しない場合があります。 

 

聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 

 

MRI 造影検査同意書 
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この問診票は、検査をできるだけ安全確実に行うためのものです。おわかりになる範囲でなるべく正確

に記入をお願いします。また、検査の際には必ずこの問診票をご持参ください。検査当日、医師の判断

で造影剤を使わない場合もありますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 

 

MRI 造影検査問診票 

検査名： MRI 

検査日：西暦      年     月     日 

氏名           様    才 身長    cm 体重    kg 

１． 今までに造影剤（注射）を用いた検査を受けたことがありますか？ 

□なし   □あり（CT・MRI・血管造影・腎尿路検査・胆嚢検査） 

２． 造影検査を受けたことがある方にお尋ねします。 

その時、何か副作用はありましたか？ 

□なし   □あり 発疹・吐き気・咳・くしゃみ・その他（       ） 

３． アレルギー性の病気、アレルギー体質などはありますか？ 

□なし   □あり ぜんそく（小児ぜんそく含む）・じん麻疹・アトピー・ 

          アレルギー性鼻炎・花粉症・ 

          食べものによるアレルギー（           ） 

４． ご家族の方でアレルギー性の病気やアレルギー性体質などはありますか？ 

□なし   □あり （                       ） 

５． 現在、糖尿病の薬を飲んでいますか？ 

□なし   □あり 薬剤名（                    ） 

６． 体内に何か金属・磁性体はありますか？ 

□なし   □あり 心臓ペースメーカー・人工内耳（移植蝸牛刺激装置） 

          人工骨頭・脳動脈クリップ・入れ墨・その他（    ） 

７． 腎臓の病気、そのほか何か持病や手術を受けたことがあればご記入ください。 

（                                 ） 

８． 女性の方にお聞きします。下記のいずれかにチェックをしてください。 

□妊娠していない  □妊娠中  □妊娠の可能性がある 
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造影 MRI 検査とは、ガドリニウム含んだ薬を血管内に注射しながら行う MRI 検査で、病変の存在や性状

などが詳しく描出され、診断・治療に大変役立ちます。また肝臓の検査では、鉄を含み、肝臓に特異的

に集積する薬を用いる事もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造影 MRI 検査を受けられる方へ 

 

●造影剤使用の禁忌・原則禁忌 

禁忌：造影剤を使用してはならない場合 

   今までに MRIの造影剤に対して副作用をおこした事のある方 

 

原則禁忌：造影剤を使用しない事を原則とする 

   気管支喘息（以前かかった場合も含む） 

全身状態が極度に悪い方 

   重い腎臓・肝臓病の方 

 

造影剤使用の禁忌・原則禁忌にあたる場合でも、主治医により造影剤による検査が必要と 

判断された場合、検査時に主治医の立会いがあれば造影する場合もあります。 

必ず主治医と相談しておいてください。 

検査直前に申告頂いた場合は、主治医への確認などのため時間を要し、検査が遅れる事が 

あり、場合によっては、造影無しでの検査へ変更または検査中止となる場合があります。 

●造影剤の副作用 

軽い副作用（頻度は 100 人に 1～2 人） 

 吐き気、嘔吐、頭痛、めまい、蕁麻疹、発疹、かゆみ、発熱、せきなど 

 （鉄分を含んだ肝臓特異性の造影剤の場合には、特に腰痛や背部痛がおこる事があります） 

 

重い副作用（頻度は約一万人に 1 人以下） 

 まれにショックやアナフィラキシー様反応（意識障害・呼吸困難・血圧低下など）が生じ、 

治療が必要となり、後遺症が残る可能性があります。また入院や手術が必要となる可能性が 

あり、病状・体質によっては約 100 万人に 1 人の割合で死亡する場合もあります。鉄分を含

んだ薬の場合、重い副作用が生じる頻度は不明ですが、非常にまれです。 
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以上の説明をご理解いただいたうえで、別紙の同意書にご署名のうえ、造影検査問診票も必ずご記入く

ださい。同意書に記入されたあとでも、検査直前まで造影検査を撤回することは可能です。また、検査

時、副作用の危険性が高いと検査担当医が判断した場合には、同意されていても造影検査ができない場

合があります。 

聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 画像診断・治療部 

℡ 045-366-1111（代）内線 4150 

●その他の注意事項 

● 造影剤を今まで使用していて副作用が出なかったから今回も大丈夫という補償はありません。副作用

のリスクは毎回同じと考えてください。 

● 喘息の既往のある方は、そうでない方に比べて重い副作用を起こす確率が 10 倍高いと報告されていま

す。 

● 薬剤過敏症や蕁麻疹などアレルギー体質の方は副作用の発現率が高くなることが報告されています。

また、既往歴を含めて、痙攣・てんかんのある場合は誘発する可能性が報告されています。 

● 検査後一週間程度の時間がたってからも、発疹・かゆみなどの遅発性副作用が起こる場合がごく稀に

あります。 

●造影剤の血管外漏出（注射漏れ）について 

造影剤は静脈に注射し注入します。検査の種類によっては、勢いよく造影剤を注入する場合もあり、血管

が弱く注入圧に耐えられない場合、造影剤が血管外に漏れる事があります。 

症状や対処法は漏れた量や部位により異なりますが、漏れてから半日ぐらいは症状（腫脹・痛みなど）が

悪化し、その後内出血と同様に吸収されます。非常に稀ですが、重篤例ではコンパートメント症候群（組

織、血管、神経の壊死や機能障害）が報告されており、切開などの処置が必要な場合もあります。 


